
高 OlI

③、A



:惜の種目!温泉糊所建設工事担
し55年12月末完成をめざ

一一『圃r

，心
a耳
障
害
者

観
光
客
入
込
に
期
待

町
内
中
心
部
に
近
い
所
に
な
ん
と
か

温
泉
を
確
保
し
ょ
、
ヲ
と
本
町
で
は
極
川

地
区
に
昭
和
四
十
九
年
湯
温
三
二
度
の

温
泉
を
掘
り
当
て
、
財
政
計
画
上
で
未

整
備
と
な
っ
て
い
ま

L
P
、

し
か
し
な
が
ら
昨
今
内
観
光
客
指
向

か
ら
俗
化
さ
れ
な
い
ふ
る
里
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
と
、
町
民
の
健
康
保
持
、

レ
ジ
ャ
ー
を
兼
ね
た
地
誌
を
か
ね
て
か

ら
計
画
中
町
と
こ
ろ
本
年
度
実
施
に
踏

み
切
る
こ
と
に
な
り
ま
し
F

、

建
設
計
画
に
よ
り
ま
す
と
、
建
設
場

所
は
、
国
道
二
七
七
号
線
と
道
々
今
金
、

北
桧
山
線
内
分
岐
地
内
で
国
鉄
日
間
川
駅

か
ら
も
近
い
.

川
岡
山
帆
休
け
い
所
は
、
木
造
平
家
桂
三

百
七
十
四
平
方
幻
で
、
集
会
室
(
約
四

十
人
収
容
)一

、
研
修
単
一
、
浴
室
見

女
各

一
づ
っ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

同
地
返
が
完
成
す
れ
ば
、
マ
イ
カ
ー

の
日
帰
り
利
用
な
ど
、

Z
A
軽
に
行
け
る

め
で
、
今
後
観
光
資
源
の
な
い
本
町
に

と
っ
て
観
光
客
の
入
込
が
期
待
さ
れ
ま

す
。開
業
は

一
月
を
め
ど
に
検
討
し
て
お

り
ま
す
の
で
も
う
少
し
の
辛
抱
を
お
願

い
し
ま
す
。

総
事
業
費
六
千
一
F

一百
二
十
九
万
円
で
、

道
内
補
助
金
二
千
万
円
、

残
矧
は
起
供
、

一
般
財
掛
な
ど
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

雇
用
促
進
月
間

身
休
昨
得
者
応
用
促
進
法
が
地
行
さ

れ
て
か
ら
、
今
年
で
尚
ニ
ト
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
そ
の
問
、
心
FM州
市
叶
者
向

市
祉
に
対
す
る
辺
川
山
内
町
解
は
、
年
々

日
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

ご
本
知
的
と
お
り
来
年
は
「
間
際
障

害
者
年
」
で
す
が
、
寸
{
字
書
杏
加
と
平
寺
」

を
テ
!
?
と
す
る
こ
の
間
際
年
は
、
そ

の
目
的
の
一
つ
に
「
障
害
者
に
対
し
て

適
切
主
綾
認
、
訓
練
、
治
療
及
び
指
導

を
行
い
、
迎
当
五
服
用
的
機
会
を
刷
出

し
、
ま
た
・
障
害
者
の
社
会
に
お
け
る

イ
分
な
統
合
を
姉
保
す
る
た
め
の
す
べ

て
の
園
内
的
及
ぴ
国
際
的
努
力
を
促
進

す
る
こ
と
」
と
う
た

っ
て
お
り
、
庖
用

問
附
叫
が
重
要
な
制
で
あ
る
こ
と
は
い
、
ヲ

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
最
近
の
席
用
失
業
情
勢
は
唱

全
倒
的
に
は
若
干
好
転
の
き
さ
し
が
み

ら
れ
ま
す
が
、
本
道
で
は
、
特
定
的
地

峡
や
業
眼
目
を
中
心
に
、
依
然
と
し
て
求

人
活
動
が
低
訓
で
す
し
、
こ
れ
か
ら
さ

き
も
楽
観
を
併
さ
な
い
情
勢
に
あ
り
ま

す
。
と
り
わ
け
心
身
附
告
の
方
が
た
の

応
用
邸
岐
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
と

い
え
ま
す
。

心
身
障
告
者
向
福
祉
向
上
は
、
職
業

を
通
じ
て
自
立
し
、
社
会
経
済
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
が
、
そ
の

た
め
に
は
、

m
Z暑
の
方
が
た
も
多
く

の
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
し
、
働
く
こ
と
を

通
じ
て
社
会
経
済
活
動
に
参
加
す
る
意

欲
を
燃
や
す
こ
と
が
必
裂
で
す
。

ま
た
、
す
べ
て
の
事
業
主
は
、

社
会

辿
怖
の
副
交
J
U

に
必
づ
き

適
切
主
応
用

的
場
を
提
供
す
る
賀
務
が
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

道
で
は
、
身
体
時
持
者
応
用
促
進
法

的
趣
旨
に
つ
い
て
、
広
〈
事
業
主
的
理

解
を
様
め
る

一
方
、
各
制
緩
議
制
皮
肉

活
用
な
ど
、
応
用
的
場
内
拡
大
と
備
保

の
た
め
、
指
導
や
勧
奨
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
邸
中
者
向
方
が

た
の
峨
業
自
立
と
邸
境
幣
備
等
を
品
位

的
に
推
進
し
て
い
く
与
、
え
で
す
。

障

害

者

の

雇

用

事
業
所
は
そ
の
庖
用
す
る
従
業
只
の

六
・
七
人
に
つ
い
て

一
人
的
制
合

(雇

用
率
川
%
)
で
院
虫
一回
者
を
廠
周
す
る
こ

と
が
「
身
体
降
害
者
届
用
促
進
法
」

に

よ
っ
て
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

障
害
者
を
服
用
さ
れ
る
事
業
主
に
対

し
て
次
の
よ
う
屯
助
成
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
泊
用
し
て

一
人
で
も
多
〈
陣
害
者
を
刷
用
し
て
く

だ
さ
い
。

V
E
度
障
若
者
等
服
用
計
迎
助
成
金

3 
③
重
度
問
即
答
者

(一

級
及
び
二
級
)

②
訂
皮
肉
重
い
利
神
市
川
弱
者

③
凶
十
五
議
以
上
司
身
体
郎
害
者

(①
内以
外
の
者
)

を
{
古
&
附
の
紹
介
に
よ
り
(
昭
和
五
十

六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
)
胞
入
れ
る

事
業
主
に
対
し
て

一
人
当
り
月
傾
十
万
円
を
二
年
川

(二

百
四
十
万
円
)
支
給
す
る
。

-v
特
定
求
靴
者
雇
用
奨
励
金

身
体
障
芸
者
又
は
杓
神
前
山
別
者
を
安

定
所
内
紹
介
に
よ
っ
て
常
用
庖
朋
す

る
事
業
主
に
対
し
て

①
重
度
者
j
月
鮪

一
万
七
千
円
を
十

八
ヵ
月
間

②
重
度
以
外
i
月
初
一
万
五
千
円
を

十
二
ヵ
月
間
支
給
す
る
。

V
職
場
適
応
訓
練

身
体
障
若
者
又
は
杓
神
薄
弱
者
を
卒

業
所
で
訓
練
し
終
了
後
引
き
続
い
て

品
用
庖
用
す
る
場
合

①
訓
練
期
間
は
六
ヵ
月
i
一
年
以
内

機械室押入

品会話i

t甲
入

'L'舟障害者向応用促進

②
訓
練
生
に
対
す
る
手
当
は

O
基
本
手
当
日
制
二
千
三
百
二
十

問

(但
し
函
館
市
以
外
的
町
村

居
住
者
及
び
ニ
イ
成
未
満
の
方

は、

二
千
八
十
円
。)

口
受
識
手
当
日
制
五
百
十
同

口
通
所
手
当
最
同
月
傾

一
万
六
千

二
百
五
十
問
ま
で

③
事
業
主
に
対
す
る
委
託
料
は

。
重
度
者
又
は
五
十
五
段
以
上
町

方
月
額

一
万
五
千
円

グ
悩
ん
で
い
る
よ
り
ま
ず
相
哉
d

国
民
年
金
普
及
推
進
運
動

北
海
道
で
は
、
皆
さ
ん
に
年
金
制
度

を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

九
月
イ
月
を

「国
民
年
金
哲
及
推
進
月

間
」
と
定
め
て
、
普
及
迎
動
を
展
開
す

る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

ご
承
知
的
と
お
り
、
同
民
年
金
制
度

は
、
老
後
内
生
活
去
定
を
図
る
ほ
か
、

加
入
中
的
事
故
に
対
し
て
も
、
障
害
年

金
や
母
子
年
金
な
ど
を
支
給
し
、
国
民

的
生
活
を
支
え
る
制
広
で
す
。

現
在
、
本
辺
に
お
け
る
国
民
年
金
加

入
者
は
百
二
十
七
万
人
に
達
し
、
す
で

に
年
金
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
は
、
拠

出
年
金
と
福
祉
年
金
を
合
わ
せ
て
凶
十

一
万
人
に
の
ぼ

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

拠
出
年
金
の
受
給
者
は
ま
す
ま
す
相
加

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
全
道
各
地
に
は
、
ま
だ
加

入
し
て
い
て
も
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

( 2) 

廊下

研陣屯
ホール

O
そ
の
他
的
方
月
額
-
万
四
千
阿

V
そ
の
他
の
助
成
金
‘
融
食
制
度
等

O
身
体
障
害
者
庖
用
制
整
金

O
報
奨
金

。
作
業
施
設
の
設
世
助
成
と
融
資

D
訓
練
施
設
の
設
詮
助
成

。
住
宅
肱
川
聞
の
た
め
の
助
成
融
資

。
専
任
指
導
只
の
設
也
助
成

詳
し
い
こ
と
は
而
h
公
共
安
ど
長
附
北

桧
山
分
室

(4
1
5
7
2
4
)
に
お

気
軽
に
ご
相
隙
く
だ
さ
い
。

。i肋昨
日町配
山
町
村
引
川
い
か
が
制
ぶ
一
引
山
川
日か
が
ぶ

す
L
・
ま
た
、
保
険
料
は
納
め
て
い
る

が
・
ど
の
よ
う
な
と
き
に
、
ど
ん
な
年

金
が
、
い
〈
主
党
け
ら
れ
る
の
か
、
保

険
料
は
な
ぜ
毎
年
引
き
上
げ
ら
れ
る
の

か
な
ど
、
疑
問
を
持
っ
て
い
る
方
も
大

勢
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
広
〈
町
民
に
年
金
制
度
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

相
談
に
応
じ
ま
す
。
日
頃
疑
問
に
思
っ

て
い
る
こ
と
等
わ
か
ら
な
い
こ
と
な
ど

こ
の
機
会
に
相
談
く
だ
さ
い
。

一一 、、r.・・h--"1" _eJ 
-子2・""¥: d'Jぬ混{;.

国民年金の加入を

( 3 J 



企千人おどり 今金婦連協，農婦連協，今金老人クラブののみなさんが事加した千人おどり

パレ ド。そろいの浴衣てe今金音頭を踊る大行列に惜しみない拍手力、送勺れた。

ー十

ーパレード

H 

八
月
十
四
日
か
ら
の
三
日
間
、
夏
の

名
物
行
事
と
し
て
発
展
し
た
。
今
金
町

産
揖
ま
つ
り
。
は
+
回
目
を
迎
え
関
連

団
体
が
足
並
を
そ
ろ
え
約
三
十
種
類
の

ブ
ロ
ヲ
ラ
ム
で
行
わ
れ
、
連
日
の
悪
天

候
に
も
が
か
わ
ら
ず
二
万
人
余
の
人
出

を
呼
ぴ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

初
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
、
小
学
生

に
よ
る
蔽
笛
隊
パ
レ
ー
ド
は
中
止
に
怠

納
“
帽
州
爪
山
W

同
見
畳
一
凡

a~患やかa~

な
い
は
だ
寒
い
掲
買
で
し
た
が
、
+
五

日
は
朝
八
時
か
ら
全
道
土
佐
犬
今
金
場

所
大
金
を
ト
y
プ
に
、
び
っ
く
り
市
や

農
林
産
物
試
食
即
売
会
、
狩
場
太
敵
の

野
外
演
奏
会
、
の
ど
自
慢
大
会
な
ど
が

順
調
に
つ
ぎ
つ
ぎ
と
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

+
六
回
国
企
年
野
球
大
会
が
中
止
さ

れ
た
も
の
の
、
ば
ん
馬
大
会
や
呼
び
も

の
の
「
千
人
お
ど
リ
」
「
仮
装
力
l
パ

レ
ー
ド
」
が
市
街
地
中
心
街
を
練
り
歩

き
、
ま
つ
り
気
分
が
最
高
潮
に
遣
し
、

町
中
は
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

商工会青年部の「大蛇退治」と題L.

、
副首車

企毎回趣向こ bした大作てe人気を呼ぶ仮装カ は，

人形は段と人目を51いた。

圃

企農協広場特設舞台では，テビンコのど自慢力

見物客を楽しませました。

(4 ) 

企稲作部会によるモチっき モチまき大主力、行われた。
っきたてのモチにキナコiJ'i:ぶされ子供達はおいしそ
うに童べていた。

つ一フ
ま
ド
業
「
産
の
'
b
f
A
 

た
の
つ+山一
あ
有
が
る
気
げ
人
上
に
り

」

も
盛
ン

ど
を
モ

子
り
ヱ

企企商工会青年部の「ミニネブタ」

‘'・

え
で
か
ち'た

い
も
〆、
y』
す
子

ト
A

・
'

ぎ
彩
ん
書

会
C
A
H
'事
は
行
で
ど
り
な
通
争

。

仲
競
た

'
ぴ
し

国
飛
で

天
段
い

者
三
ぱ

行
の
つ

歩
る
い

企

( 5 ) 



秋
の
行
楽
期
巳
お
け
る

m他
県
神
ル
』
古
手
前
山

mmw惜
別
山
H
晶

目
楽
し
い
レ
ジ
ャ
ー

た
し
か
め
よ
う

気
象
と
プ
ラ
ン
山

一ー『司町

き
わ
や
か
な
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
と

な
り
ま
し
た
a

毎
年
九
月
か
ら
十
舟
に

か
け
て
魚
つ
り
に
よ
る
水
の
事
故
、
山

陪
遭
難
事
故
、
き
の
こ
と
り
に
よ
る
行

え
不
明
な
ど
の
事
故
が
起
き
て
い
草
す
。

行
楽
型
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
一
人

ひ
と
り
が
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し

ι渉、「〆
。〈魚
つ
り
に
よ
る
水
御
事
故
を
防
ぐ

た
め
に
〉

-
魚
つ
り
に
出
か
け
る
と
き
は
、
天
候

を
硲
か
め
、
風
向
強
い
日
や
波
町
市
い

自
は
中
H
し
ま
し
ょ
・
っ
。

・
磯
づ
り
は
足
元
が
不
安
定
に
な
り

が
ち
で
す
か
ら
転
務
し
な
い
よ
う
に
注

む
し
ま
し
ょ
、
フ
0

・
防
波
堤
で
の
似
つ
り
は
、
波
の
状
態

に
注
意
し
、
泌
が
向
く
な
っ
て
き
た
と

き
は
早
め
に
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

-
つ
り
州
に
来
る
と
き
は
、
定

μを
守

リ
必
ず
救
命
刷
衣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
つ
り
の
途
中
で
天
候
が
感
く
な

っ
て
き
た
と
き
は
、
早
め
に
岸
へ
戻
り

ま
し
ょ
、
つ
@

・
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
に
来
る
と
き
は
、

操
縦
士
免
計
が
必
要
で
す
し
、
船
体
検

査
に
合
格
し
た
ポ
ー
ト
以
外
は
運
行
で

主
ま
せ
ん
。
乗
る
前
に
雑
誌
し
ま
し
ょ

、寸，
。
〈
山
岳
遭
難
を
防
ぐ
た
め
に
〉

-
登
山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
は
思
い
つ
き
で

せ
ず
、
あ
ら
か
じ
め
十
分
な
計
繭
を
た

て
ま
し
ょ
、
フ
。

・
秋
の
山
は
天
候
が
変
り
や
す
く
、
ま

た
、
台
風
ン

l
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

雨
具
や
防
寒
衣
を
品
行
し
無
型
な
行
動

は
や
め
ま
し
ょ
、
ヲ
。

・
単
独
登
山
は
遭
難
に
つ
な
が
り
や
す

い
も
の
で
す
。
必
ず
数
人
で
パ
ー
テ
ィ

ー
を
組
み
、
登
山
計
図
件
品
ャ
家
族
や
勤

務
先
に
波
し
て
お
〈
と
と
も
に
笹
山
晴
へ

も
出
し
て
お
き
ま
し
ょ
、
っ
。

〈
き
の
こ
と
り
の
串
放
を
防
ぐ
た
め

に
v

-
き
の
こ
と
り
で
迷
ヲ
人
円
多
く
は
お

年
寄
り
で
す
。
必
ず
家
族
向
者
が
同
行

し
ま
し
ょ
、
ヲ
。

・
山
に
入
る
と
き
は
、
行
先
、
帰
宅
予

定
時
間
を
家
紋
や
隣
人
に
知
ら
せ
て
お

き
ま
し
ょ
、
フ
。

・
秋
は
天
候
が
変
り
や
す
い
の
で
、
雨

H
h
や
セ
ー
タ
ー
を
忘
れ
ず
に
携
行
し
ま

し
ょ
・
ヲ
。

・
万

一
、
道
に
迷
っ
た
と
き
は
、
む
や

み
に
書
き
ま
わ
る
と
、
か
え
っ
て
山
奥

に
入
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
体
力
を
前
粍

し
ま
す
か
ら
、
お
ち
つ
い
て
救
助
を
待

ち
ま
し
ょ
、
っ
。

秋
の
交
通
安
全
道
民

J

f
|
|総
ぐ
る
み
運
動

九
月
二
十
一日
か
ら
九
月
三
十
日
ま

で
内
十
日
間
「
秋
の
交
通
安
全
道
民
総

ぐ
る
み
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
広
く
迅
民
に
交
通
安

全
思
恕
を
普
及
し
、
交
通
ル

l
ル
の
正

し
い
実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り

交
通
不
故
防
止
を
図
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
特
に
、
無
謀
運
転
向
防
止
、

子
ど
も
と
老
人
的
交
通
事
故
防
止
等
を

重
占
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

-
運
動
的
重
占

。
安
全
逆
転
向
昨
保
、
特
に
無
謀
運

転
向
防
止

自
転
車

(原
動
機
自
転
車
を
含
む
)

は
、
原
則
と
し
て
究
任
保
険
(
共
済
)

へ
の
加
入
#
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
自
動
車
検
査
の
対
象
外
と
な
っ

て
お
り
ま
す
軽
二
輪
自
動
車
と
原
動
機

自
転
車
は
‘
残
念
な
が
ら
加
入
率
が
低

く
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
自
動
車
に
よ
る

事
故
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
被
害
者
は
、
事
故
に
よ
る
満
足
な

保
障
を
受
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
ニ
の
機
会
に
バ
イ
ク
の
由
郎
質
保

険
に
加
入
さ
れ
る
よ
う
ね
が
い
ま
す
。

。
歩
行
者
、
特
に
子
ど
も
と
老
人
の

交
通
手
故
防
止

。
自
転
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車
の

安
全
利
用
の
促
進

。
ス
ピ
ド

・
ダ
ウ
ン
運
転
の
徹
底

と

Y
lト
ベ
ル
ト
箔
用
の
推
進

-v
運
転
者
の
不
注
意
や
過
労
逆
転
、
暴

走
運
転
、
酒
酔
い
巡
転
な
ど
は
、
自
分

の
生
命
は
も
と
よ
り
他
人
的
生
命
を
奪

う
危
険
な
運
転
で
す
。
楽
し
い
家
庭
を

一
瞬
に
破
か
い
し
て
し
草
つ
、
交
通
事

故
の
恐
ろ
し
き
を
十
分
認
識
し
‘
安
全

運
転
に
徹
し
ま
し
ょ
、
7
0

・vシ
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱
で
す
。

運
転
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
同
来
者

も
必
ず
ン

l
ト
ベ
ル
ト
を
消
け
る
間
悦

-bjv
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。料

っ
て
社
全
に
質
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
・

長
舟
を
心
か
ら
お
祝
い
す
る
と
と
も
に

今
後
も
今
回
ま
で
っ
ち
か
つ
て
き
た
知

識
と
経
験
を
社
会
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
が
、
お
年
務
り
の
生

き
が
い
に
な
る
と
同
時
に
、
世
代
を
越

え
た
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

l
y
ヨ
ノ
の

場
に
も
主
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

主
人
に
生
き
が
い
の
あ
る
社
会
を
共

に
慎
い
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

敬
老
町
田
を
記
念
し
て
町
長
、
助
役
ら
藤
テ
ル
(
神
丘
・引
歳
)
藤
代
つ
ね
(八

が
各
家
庭
を
訪
問
し
ま
L
P、
東

・
引
歳
)
加
藤
コ
ウ
(
政
寿
図
・
日

今
年
は
日
進
芸
品
勝
四
郎
さ
λ
が

き

笹

回

キ

ク

(

八

幡

町

引

き

下

百
歳
で
町
内
一
町
長
存
者
で
す
。
本
友
一
(
御
彬

・
日
間
歳
)
女
昼
俄
八
(
本

こ
め
日
訪
問
し
た
八
十
八
歳
以
上
司
町

-m歳
)
梅
木
倉
蔵

(稲
穂

-
何
歳
)

二
十
七
人
に
は
町
長
か
ら
一
万
二
千
円
白
山
ゃ
い
(
鈴
岡

-m歳
)
佐
藤
っ
か

ノ
十
議
以
上
i
八
十
七
歳
ま
で
の
百
三
(
位
寄
図
的
政
)
安
部
す
主
(
栄
町
3

十
九
人
に
は
六
千
同
町
敬
老
金
が
贈
ら
叩
歳
)
州
原
そ
よ
(
辺
舟
凶

・
卯
歳
)

れ
ま
し
h

一

も

に

ァ

水

端

y
ネ
(
HH

比
寿
図
的
歳
)
白
山
き
く

八
十
八
段
以
上
の
お
年
寄
り
は
次
円
(
地
町
・
ω歳
)
須
田
石
五
郎

(金
原

・

方
々
で
す
。

(
敬
称
略

・
年
齢
順
)

的
成
)
川
崎
ハ
ル
コ

(神
丘
四
段
)

裳

μ勝
四
郎
(
日
進

・
川
歳
)
日
下
ち
来
線
利
夫
(
花
石

-m歳
)
須
藤
松
代

け

(

州

首

定

)

平

山

キ

セ

(

美

(

立

奇

襲

五

回

セ

キ

(

語

九
月
十
五
日
は
「
敬
主
的
日

g

相
一割
・
9
肱
)
村
排
ち
ゑ
(
辺
自
吋
図

E

m
m
歳
)
飯
谷
の
よ
(
金
原

-
m
m
歳
)
村

お

年

寄

り

は

こ

れ

ま

で

草

「

わ

た

九

日

…町
一日
j
八

五

刊

上

町

主

義

)
矢
内
7

サ
ヨ
(
日
の

出

町

引

上

ヤ

ヲ

(

航

川

室

長

火

郎

(量

マ
ペ
i
l
l
-
u
l川
川

は

い

い

;

ー

は

hほ叶
1
1川
町

]

尚

一

安

川

護

)

…

桧
山
代
表
の
中
川
さ
ん

j
i
l
l
-
引
い
れ
引
い
計
バ
引
)

…

全

道

高

齢

者

コ

ン

ク

ー

ル

で

入

選

こ

る
と
逓
一
室
に
従
事
し
、
図
縫
1
今
一

1

41間
内
荷
物
語
、
図
鉄
細
密
の
一

開
通
と
共
に
町
車
に
よ
る
巡
搬
業
と
一

し
て
昭
和
三
十
五
年
頃
ま
で
そ
の
仕
一

本
に
打
込
ん
で
い
ま
し
だ
以
穆
M
一

光
も
や
め
、
税
花
は
家
警
-
菌
を
二

九

μ
、
性
追
を
愛
し
銃
殺
を
趣
味
に
し
一

て
い
ま
す
.

一

一
方
、
身
体
は
い
た
っ
て
他
服
、

田
市
町
生
前
は
明
る
〈
、
町
内
会
と

の
つ
き
合
い
も
民
く
近
隣
か
ら
親
し

ま
れ
て
い
る
.
社
会
的
に
は
、
神
社

総
代
と
し
て
活
縦
、
文
、
老
人
ク
ラ

ブ
町
会
社
で
指
導
力
も
あ
り
ま
す
。

お
年
寄
り
に
敬
老
金

老
人
的
健
康
飴
断
を
奨
励
し
て
、
そ

の
他
康
増
進
を
函
り
‘
健
康
で
社
会
活

動
に
参
加
し
て
い
る
老
人
を
祝
招
し
よ

う
l
と
、
五
十
五
年
度
全
道
高
齢
者
能

成
コ
ン
ク
ー
ル
が
八
月
=
百
札
幌
市
で

最
終
審
査
が
行
わ
れ
ま

L
F、

本
町
か
ら
絵
山
管
内
の
代
表
と
し
て

中
川
持
太
郎
さ
ん
(
位
歳

・
昭
和
町
)

が
参
加
し
ま
し
た
が
厳
し
い
務
査
を
突

破
し
て
見
ご
と
入
選
さ
れ
ま
し
た
・

八
月
四
日
闘
か
れ
た
全
泣
老
人
福
祉

大
会
的
席
上
で
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
F
ョ

中
川
さ
ん
は
明
治
三
十
年
十
月
二
+

印
鑑
の
継
続
登
録
は
お
済
み
で
す
か

手
続
は
本
人
で
す
と
簡
単
で
す

町
で
は
八
月

一
日
か
ら
印
鑑
の
登
紋

と
証
明
方
法
を
全
面
的
に
変
え
ま
し
た
。

七
月
三
十
一日
ま
で
登
録
し
て
あ
っ

た
印
鍍
で
、
ま
だ

「継
続
笠
詠
」
的
手

続
を
さ
れ
て
な
い
方
は
今
年
の
イ
二
月

三
十
一
日
ま
で
に
済
ま
せ
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

継
続
登
録
を
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

に
し
な
け
れ
ば
来
年
内

一
月
一

日
以
降

す
べ
て
廃
印
と
な
り
ま
す
。
印
鑑
証
明

性
が
必
要
な
場
合
は
、
新
規
登
鉢
の
手

続
(
本
人
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る

運
転
免
許
証
や
顔
写
真
の
貼
付
し
て
あ

る
身
分
証
明
岱
等
が
必
要
で
す
。)
を
し

な
け
れ
ば
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
早
や
め
に
継
続
投
録
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
(
町
民
融
住
民
係
)

日

親切，清潔，能率行政をめざして

の10月EEか全旬日竺主 主守。役所の仕事につい
定ヨ同H<>、ぜ古山3明白...'" 弘 元司自問..庁、ー>~、，、--

問主す三三の週間にち返 し15ZC17〉ご」会雷雲室
内 C一回行政相肢を開き ことなど相辰巳泌さ孟iL

日行政相談 10月18
10月18日出町民セぷ乙二 。担当行政相談員津島 一 良
午前11時一午後5F正 。費用は44L2ー 0907

。日時

( 6 ) 

(7) 



に大歓声.RF24子四hの熱
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企家族ぐるみの参加で堂々入場行進する前年優勝の金原チーム

ぐるみの体育祭/

曇
天
で
肌
寒
い
八
月
二
十
四
日
、
町

体
育
協
会
、
町
内
部
落
連
合
会
共
催
の

第
二
十
六
回
町
民
体
育
祭
が
今
金
中
学

校
』
ク
ラ
ウ
ン
ト
で
盛
大
に
開
か
れ
ま
し

た
。開
会
式
に
続
き
当
日
は
ラ
ジ
オ
体
操

の
普
珪
拡
大
を
ね
ら
い
と
し
た

一
O
O

O
万
人
ラ
ジ
オ
体
操
祭
が
行
わ
れ
た
。

指
導
の
先
生
は
、
函
館
市
民
体
育
館
の

中
村
弘
指
導
員
。
吉
ぴ
き
ひ
し
た
号
令

に
合
わ
せ
体
を
ほ
ぐ
し
競
技
が
開
始
さ

れ
た
。
こ
と
し
は
、
花
石
チ
l
ム
が
究

唱
し
、

光

台

チ

ム

=

p
量
+
=
p
v

町民

豊
田
テ
ム
が
書
加
し
総
書
こ
+
図
チ

ー
ム
か
ら
二
千
人
を
超
え
る
大
選
手
固

と
家
族
ぐ
る
み
の
出
場
で
会
場
は
熱
気

が
い

っ
ぱ
い
。
前
年
優
勝
の
八
束
チ

ム
村
瀬
広
吉
ん
の
力
強
い
選
手
宜
普
の

あ
と
、
+
=
一
種
目
に
熱
戦
が
展
開
、
書

選
手
の
力
走
や
培
プ
レ
ー
に
拍
手
と
大

歓
声
が
い
っ
ぱ
い
に
と
だ
ま
し
ま
し
走
。

総
合
得
点
の
結
果
、
金
原
チ
ー
ム
が
昨

年
に
引
続
き
八
東
の
追
撃
を
振
り
切
っ

て
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

-E調掴固・

， 
イ唱M

61 

八幡

42 
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企競技開始前に準備運動、当日は郵便局の1，0日日万人ラジオ体操祭も兼ねて行われた

A
ラ
&
q

・

F

紅

h
p
農
村
チ

l
ム

「
ガ
ン
バ
レ

l
」
と

必
死
に
応
援

...あせれど思うようにまわらず
タイヤまわ しリレー

/正it
買空地
うYを
と与
多/

こ
れ
だ
け
は

知
っ
て

お
き
た
い

『国
土
利
用
計
画
法
』

土
地
の
適
正
利
用
と
地
価
の
安
定
を

め
ざ
し
た
「
国
土
利
用
計
画
法
」
は、

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
か
ら
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
で
は
、
定
め
ら
れ
た
広
さ

以
上
の
土
地
売
買
の
契
約
を
す
る
と
き

は
、
売
る
人
も
只
う
人
も
土
地
先
日
H
の

予
定
価
格
や
利
用
目
的
な
ど
を
普
い
た

届
出
告
を
、
町
を
通
じ
て
知
事
に
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

届
出
を
し
な
い
で
取
引
契
約
を
し
た

と
き
や
偽
り
の
届
出
を
し
た
と
き
な
ど

は
、
六
カ
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は

三
十
万
円
以

τ
の
間
金
と
な
り
ま
す
。

周
出
が
必
要
な
の
はcこコ

10月1日から d
赤い羽根， 
.. 長ゆ
みんなが
しあわせに

今
年
も
十
月

一
日
か
ら
全
国

一
斉
に

砂
赤
い
羽
服
募
金
辺
動
u

が
始
ま
り
ま

す。
こ
の
運
動
は
、
お
互
い
の
助
け
合
い

判
神
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
手
で

め
ぐ
ま
れ
な
い
人
た
ち
の
土
活
の
向
上

を
は
か
る
な
ど
の
福
祉
活
動
的
資
金
を

集
め
る
も
の
で
す
。

川
年
本
町
で
は
戸
別
募
金
七
十
五

万
五
千
百
七
十
九
円
、
併
出
募
金
三
万

九
千
八
百
五
十
六
円
、
法
人
非
金
二
十

二
万
一
千
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
全
図
的
に
み
て
も
よ
り

よ
い
が
山
祉
を
め
ざ
す
に
は
ま
だ
ま
だ
十

分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

共
同
募
金
会
桧
山
支
庁
支
会
で
は
、

一
世
情
五
百
円
を
目
指
し
て
お
り
ま
す

が
あ
く
ま
で
も
任
立
の
募
金
で
す
。

み
な
さ
ん
円
肢
か
い
思
い
や
り
と
ご

協
力
を
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。

-
R
ど
う
も
あ
り
が
と
う

日
進

蓑
島
勝
四
郎

さ
ん
か
ら

九
川
イ
ム
日

「政
主
向
日
L

に
日
進

町
必

μ勝
間
郎
さ
ん
か
ら
百
川
崎
の
長
#

を
記
念
し
て
、
U
-h
刊
を
町
長
に
贈
り

ま
し
子
、

( 8) 

-
都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
で
は
五
千

平
方
灯

(
五
反
)
以
上

畳
間
出
以
外
の
区
域
に
あ
る
土
地
で
は
、

一
万
平
方
幻
(
一

町
)
以
上
の
取
引

が
届
出
向
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
個
々
の
取
引
面
和
が
小

さ
く
て
も
、
売
る
方
か
貝
う
方
が
計
画

的
に
前
記
の
面
積
以
上
の
取
引
を
す
る

と
き
も
届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
を
受
け
た
知
事
は

土
地
の
価
格
が
周
辺
の
土
地
よ
り
出

す
き
る
と
き
、
定
め
ら
れ
た
土
地
利
用

計
画
と
く
ら
べ
て
望
ま
し
く
な
い
と
き

は
、
土
地
取
引
の
中
止
や
土
地
価
格
を

下
げ
る
な
ど
を
す
る
よ
ラ
売
口
者
に
勧

告
し
ま
す
。
こ
れ
以
上
は
、
勧
告
し
な

い
旨
の
文
住
を
売
口
業
者
に
送
付
し
ま

す
。
そ
の
文
苫
を
受
け
取
っ
て
か
ら
契

約
を
結
ん
で
く
だ
さ
い
。

主
お
詳
し
く
は
企
画
課
企
画
係
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
、
同
係
に
あ
り
ま
す
。

J
r
ハ
権
擁
護
委
員
に

中
村
徹
昭
さ
ん

『

E
B
E
E
-
-
t」

中
村
微
昭
さ

園、J
i--什
ば

ん
(
南
町
)
は

Er町
中
P
R盟
八

月

十

五

日

付

「
L
J
|
l
M
を
も
っ
て
法
務

大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
只
委
嘱
の
発
令

が
あ
り
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
は
昭
和
四
十
五
年
に
委
偏

さ
れ
て
か
ら
四
期
目
。

人
権
関
係
で
お
困
り
の
際
は
気
軽
に

ご
相
扱
く
だ
さ
い
。《
T
Z
I
0
0
2
6
v

秋の火災予防運動(10月 15 日 ~31 日まで)

0家庭におけるl暖房器具の点検をし
ましょう 。
O職場における火気使用に任意しま
しょう。
Oデパート 、旅館などでは避難路の
石在認を。L 

公
山
さ
ん
は
今
年
で
宵
ぷ
に
な
り
ま

L
Pも
ち
ょ
っ
と
司
は
泣
く
な
っ
た
が

止
公
的
ょ
っ
す
、
こ
の
日
町
長
が
八

l

八
歳
以
七
の
お
年
品
り
に
敬
正
金
的
文

什
で
訪
問
し
た
際
今
世
町
主
人
ク
ラ

フ
迎
合
会
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
ど
附

〕

」
り
れ
ま
し
た
。

9〔
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一ーー-..
町政への宜見、挺望 生活町長11!~:などをお帯せ〈ださい口口町民ひろば町民ひろば口 口地域内できごと、話姐‘

「全道林野火災予防J
原 佳代子さ^'

「宇土明運動」で
吉田茂 光

今
年
度
は
令
辺
白
川
品
作
品
一
T
h
i

川
山

(小
学
校
T
h百
八

i
間
山
、
小

学
校
厄

μ三
ト
山

)
で
、
こ
の
中
か
ら

泣
孫
作
に
残
っ
た
も
の
が
小

y校
同
卜

ハ山、

中
川f
校
川

l
山
、
町
作
品
を
付
担

と
し
て
小
ザ
生
三
人
中
，
f
生
三
人
内

川
t

ハ
人
に
川
町
ら
れ
た
も
の
.

/
 胤
さ
ん
(中
二
年
)は
迫
内
か
り
叩
r
f

牛
肉
却
で
以
従
禿
叶
此
に
制
き
ま
し
た
。

伝
達
式
に
は
桧
山
支
庁
長
代
理
的
畑

し
に
ん
可
斤

設
耐
叩
せ
持
主

地
拡
一
ま
ず
山

行
た
り
必
桧

1

1

t

ー‘

5

2
主

、

〉

」

η

ば

で

棚

た
め
れ
の
非

ま
定
け
す

〈

・
》
』
玖
'
場
品

。

す
な
し
れ
い

ま
り
用
ら
さ

り

お

他

せ

だ

主
抵
を
山
〈

。

に
き
の
は
て
へ

)

つ

も

行

け

』

と
制
う
民
畳
時

こ
金
人
υ
追
を
蛇

、、わが家の戸イドJl/'

h[[iti古川さん町民見 (大和町)
瓦出 (とむのり )ちゃん (1柑
7ヵ月)

外遊びが肘きで靴をはかせると

こ'きけ'ん〆

テレビ町 ~! f' M(: をみては
お父さんとキャ yチポールをし

ています p 必ねえちゃんとむ ス
ゴーク仲カ L、し、です。

1).μ捗JJSqJ 3品まて'町お f
さん円 U'i告のスナ yプをお寄せ

くださル」 ー丘、聞係

川刊は
W
A
H
M
が
8
川
幻
け
中
川
正
小
中
，
zf
伎

に
米
校

L
.
す
ば
ら
し
い
作
品
を
た
く

さ
ん
中
ん
で
い
た
だ
い
て
あ
リ
が
と
う
。

米
年
も
止
派
な
作
品
を
寄
せ
ら
れ
る
よ

う
お
待
ち
し
て
お
リ
ま
す
と
、
お
り
日
び

の
u
・止
が
あ
り
川
股
校
長
は
JY校
と

し
て
大
変
名
作
で
あ
る
午
後
教
師
と
J
U

ど
む
ま
い
出
一
し
た
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

，，
 

一
均
八
川
山
中
旬
に
行
わ
れ
た

「村
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
っ
と
し
て

-身障者の航空運賃が割引に

身体昨苦布町方及び￥の介議者向Fi
J;プ'JfJ間行機を判用する場合、航を肱't;

述l¥が;1;11引きれます町てヨ 利用するん

は巾L出て <I.!さL、.
t-"切づl足lUt円適用範l剖

(I)!f休陣百行子耐 (ti)1 H¥ 禍 12h夜
以ヒ)的所持者と介"亜I'i

日抗 lH[とは、介品占を ι弘!とする
i'， 

(2)身体I探~~;:品下ゆ~~所持者 (尚 12品以
上)3紐以上

山 L司王!J'Jに川口Ij.1級者である旨町

;1jEU)l-i~~を必要と L ます円で中 L .'11
てくださ L、

t. ~， I:IJ づ Iill1t ii&川区間

定JUI航空路柏町国内相全区!l11

b訓引運行制

大人};辺illi!t町25%相当省tI
b実施JUI日

b入料、守るときは、 2人以 tで行き 、
l人歩きはや的ま Lょっ.

b赴立?主的世11えなとは、持ち冊ってあ

とをタ主さな L、ょっ iこしま Lよヲ .

bヒグ?と町.i1'l.i晶、 ii'il~~レド故'"ど危険
医蹴をji(，:，巴Lた均j!i:よ句会いように

Lて、 ド山ft:. 'i ・i 林署~I!当区 IJq苦所
に.il!i報 Lて くださ、、.<今金出林署〉

.昭和56年度職揖~II輔生の募集
道iLtl: -l~ 'H Q多臓 J;~II斜i伎では56JI三皮
肉訓l純生を止により $);mLています園
l> ，JJI僻H11 挫'"・左右 糊冊分位ts
策てー山川斜!IUllliJll1年です.
t> ~} US受付JtlJIHJ

~r地中卒者 11J"J 1日-.56lf.1 n 31 
日まてP

9 )j 1日- 11f]30nま

で
最z 離崎町削吋

b巡 行 H 新人地中平イ自は明.íl~ 2月
12日{オ、)

新刷出卒者は12)J101:I

(水)

事ム ・離職-Yt-，本職安と陥
a1.!する
授業科は無料、但し教

~}i 胤 l\.:ì4 占

図書室 だより・新刊案内.

【一咽園・3
・・ n本の脱出7)=IIIWDJHI也砂川本の鵬史{民}
~ 'I 休j，'hfì他惨統北泌illの Je!且 = Hl ill先刻

T-lTi羽と劉陥(U惨ρ 川ゃん文字全焼11-

15) =1'111や夫砂わが魂は瑚〈水なり =j，'j

""心 );; " 1信カ句来るもの= I~I向随砂 1'1-1.:の

，';興11= flOQ.正問・-lti毎週玄;ヂ金制UO=4ド

I! : ~ゆ 9.1 " いめ らひ と リ = 'J"tiH :J，:; 砂 山肌

" 下)=!'t;J;Jえ;地惨城山三郎全制71=減

山三郎惨tlt'l手動物文'I'全集闇=イア〆 ダ

グラスパー ミ ルト ノ 砂 占川集約金繰(却)~

'，'l川!f，:;iti・111~首Ml成金集 (16 )= ) 11 柑1，'成 >
rn花夫人 ~ I遁鬼六

【児霊園‘}

砂 ぺ'さし、、 'l'I}:Jの !I，~ 此=刷 1~U足(- ... 1'1然z

デ ピ ，ト........ープb小さないのち=佐々

"山惨11:.(i皐lt'l1!J.y-(!fI・JJ.'，と〈りし=L11

IIIM!Ifi砂槻カ句の守 本矧L叫修砂J，".I二，tき

る=川比一之砂本と〈 均し=.1村武砂代金

そf!てるー怯}十光J，MI"農荷物と〈均し=柑
.Iil.l:ll 土砂 わにし妹l叫 11' 'É. = !l1 1~雌伐砂 1><

わたしの人年二."・ .'iUlと し 砂ば~ '.とτ
聞と太郎鬼=IIJIHた!lJ砂おかあさんのつう

Lんは=P;IIIUろし砂』むねん山のたんじ

よ iJつね=柚木敏，'{T>J;均し公金叫rI=

IIIH俊英砂サヨジのf守歌=大作正'"砂鬼
んべわりし=さ臼とつあき句砂J;ダJあさん

はHサ姫=武川みづえ砂まけるなメ J ドリ

-:t:=JJlil!i.J!斡惨ムンジャクシジュ1..1.(;血

じゃない=阿川均惨'0叫日のy そン=竹下
'~(- " 阿仰や".、 = .jt/;\ 八但，> 先サし ーい

たる=~1lI夫代，>仇の中のひみつ=fi>"t
i'l r-...闘のひみったんけん=予山吋/.1金砂ア
〆ネグ3ハラ ア/ネの駐，"J.1l! アノネのt'f

fトノ ト=木山知子

固・の奇問ありがとう

11I ，~'， ~同'/9，さ ん， -1'町 } カ ì.， !Jì.金の日日外 17

附金町民七 J タ 回 .!f'-iiへ市附されました.
hι，:t/lj】しじげます.

(10) 

同
航
地
'H止
行
長
官
民
が
辺
市
町
中
b
f
生

を
対
象
に
必
挺
し
た
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
で
中
学
二
年
生
町
山
旧
宮
が
能
売

作
に
、

一一
一
年
生
町
本
ι仲
間
羽
と
原
作
山
代

，rさ
ん
が
奨
励
MU
に
選
ば
れ
、
小
字
生

九七日
H
が
同
川
入
行
と

4
り
ま
し
た
。

本
町
は
点
#
舵
川
中
Juf
校
を
山
間
し

んし町

一
山
艇
の
統
合
中
学
校
を
発
足
さ
せ

る
の
で
、
こ
の
三
人
が
中
川百
小
の
枇
後

内
生
徒
で
も
あ
り
ま
す
。

小
学
校
四
年
生
の
時
か
ら
山
守
舟

山
ゅ
イ
先
生
の
指
導
を
受
け
て
ポ
ス
タ
ー

づ
く
り
に
努
力
、
そ
の
円
し
み
や
ね
ば

リ
を
勉
強
に
も
生
か
し
て
き
た
三
人
に

と
っ
て
は
、
今
川
町
同
川
人
貨
が
こ
の

う
え
な
い
思
い
出
に
な
り
そ
う
だ
と
請

し
て
い
た
a-E感謝
し
ま
す
圃

マ F')'V ，:E・
主を)JJ1jl ーはよい話
土 N 保 H'，ポ
佐 l事lさしラ
犬へん ノ

大(テ
会 II{{ イ
今干JJ 7 
金問セ
場/'
R肝カ‘タ
(句 !
代Jjへ
表干子

"百t1155.ip6 } 115日ヵ、句

・10月の当番医

5日 ~t桧山師団保嗣院

E ③ 532  1 
今金町国出柑FL

霊宝

今金町山田1:&院
世

今金町!可m~病院

E 
~t陪山 111J保病院
定.

② 022 1 

② 0324 

(2)0221 

1 0口

1 2日

1 9日

2 6日

b入佐紐 'I!

科 ， I~ 工H代は:Ji'l!が
が必要です .

〈道立臼庄司陪「刈融位〉

圃危隅動物の胴育は許可制に

最近、クマやトラ、へとなど危険な

動物を、霊カrん 展汗、など町目的で飼

育する例が刷えているので、 i且では危
険~Jj-11のため 「北海道危険物J1oJ益組制
条例J を正めました. こ同条例によ っ

て、 JO)J1 [Jか句危険な動物をか'1f1す

る人は知事的，11可が 匹嬰 (1J!イL自己lf1中
町人は来年 3JI*までに日可を受ける

圃国有林に入られる皆さんへ

すみき った?ii:討と実リ町枇を迎え
-f.Q:とH且iがはえわたる宇宙1になりま
Lた。こめH判YIは、静さんが山3住民リ
TF山 .((I. j'~ リなど~f'や山へ出かける機
会が多〈なります.

例年 宜的/I!J山奥にいた 山オヤジ

(ヒグマ)"が冬IIJ(jjijのエサを求的て、

人盟近〈に出世します. しかL、立砧
がIU 憾で柑'l'l ~fU止にな っ ているのが
特徴です円で、どうぞ山北掠りなどで

jliJイl件に人りれるときは、ヒグマによ

る不川町'1'般をな〈するため、止のこ
とを守 ってく f-，さ，'. 
T-A占寄リ何百i林粁 11!当区、J<務所、 l' 
:r;所ず人林子蛇所などに立都り.入

林 jlJ円相tに，le入してヒク 7 について
町制却などをUU¥.、てから入林LまL
よ 7.

一
般
は
八
束
チ
l
ム
ガ
優
勝

岩
防
江
口
さ
ん
』
か
り

一
万
六
千
六
白

寸
U
円
村
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ノ
タ
ー

へマ
大
作
U
K円
太
郎
さ
ん

(印
刷
和
問
)
か
句

克
の
日
中
JY凶
小
斤
九
日
保
行
凶
へ
各
三

T 
p:) 
マ
今
全
川
4
H
ク
ラ
ブ
迎
的
協
議
会

/
統
計
調
査
の
功
績
で

「l
j 

水
年
。
什
州
統
川
出
削
伐
に
従
ド
し
、
そ

の
功
紛
が
必
め
ら
れ
て
、
つ
ぎ
の
三
人

が
附
れ
て
知
ド
お
似
を
叉
け
ま
し
f

、

統
計
訓
在
は
、
国
や
辺
、
町
内
政
策

を
倣
進
す
る
た
め
の
法
礎
資
料
を
つ
く

る
と
い

l

E
裂
主
仕
半
で
す
。

伝
述
式
は
き
る
九
川
卜
=
百
円
川
勢

訓
作
事
務
説
明
会
議
の
同
上
で
行
わ
れ
、

町
長
か
ら
感
訓
状
と
川
念
日山
が
伝
14さ

れ
ま
し
f

、

0)5321 

第3回

美
利
河
幻

、h可..-

中
学
生
の
部
で
一
位
の
今
金
中
陸

上
愛
好
会
テ
I
ム

第
三
回
町
民
駅
伝
競

ff〈
会
が
八
川

寸
七
日

(日
)
兵
利
河
怖
か
ら
役
場
前

ま
で
の
こ
七

一ニハ山，
川
で
行
わ
れ
、
中

山γ
生
内
部

(選

T
十
人
)
で
今
金
山中
除

上
愛
好
会
が

1
時
間
ぬ
分
布
紗
で

一
位

一
般
的
部

(必

T
U人
)
で
は
八
点
チ

ー
ム
が
l
附
川
昭
分
印
抄
で
催
勝
と
主

リ
ま
L
P旬。

日
ご
ろ
鍛
え
た
他
脚
を
以
そ
ヲ
と
町

内
か
ら
小
，
ィ
生
の
加
に
Mm川

A
F
中
バ

ス
ケ

ッ
ト
ク
ラ
ブ
、
今
中
陀
l
愛
川
町
会

内
三
チ
l
ム
、
一
般
的
部
に
今
令
市
恥
郎、

全
川
町
、
州
川
八
点
、
伸
一
h
、
の
い日ナ

ム
オ
ー
プ
ン
参
加
で
は
今
中
止
f

川
町
上
愛
好
会
、
今
中
パ
ス
ケ

ン
ト

O

{代
ぷ
一
品
本
博
光
さ
ん
)か
句
ス
イ
ト

コ
1
ン
-
一
行
力
卜
本
を
問
弁
凶
へ

ヤ
梨
山
偏
ウ
筋
さ
ん

(京
町
)
か
り
二

万
円
を
村
山
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

へ
V
K中
川
キ
ミ
コ
さ
ん

(大
和
町
)
か

ら
凶
瓜
イ
二
例

(卜八玉
)
、
サ
イ
ダ
ー

三
和

(七
1
二
本
)
を
山
品
凶
へ

マ
二

1
年
級

マ
ト
年
級

マ
1
年
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